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成犬のフィラリヤ寄生の実態を明らかにすることは家
畜保健の上のみならず，犬を実験医学の対象として用い
る際にはきわめて重要なことである。当教室においては
年間約 300頭の犬を用い，約 150頭に両側副腎摘除術を
行ない，副腎の有無とストレス抵抗性の関係を各種ショ
ックについて調べてきたが，その際に最も注意を要する
ことはフィラリヤ感染の有無であった。すなわち術後，
あるいは実験中フィラリヤ虫体による肺動脈栓塞症を起
こし，呼吸困難を発し，死亡する例をしばしば経験した
からである。したがって当教室では実験犬はすべて耳菜
血 0.1mlの濃厚塗抹標本1)を2枚作り仔虫検査を行な
い，フィラリヤ寄生犬は主要実験に用いないことにして
いる。しかるにフィラリヤ寄生率はきわめて高率(平均 
60%)であり，かつ年間を通じての検査では冬期の寄生
犬の仔虫陰性率がきわめて高く，仔虫検出をもって寄生
判定をする上に支障をきたしている現況である。
さて，これらについての本邦文献をみるに，それはも
っぱら板垣，久米，黒川の一円の系統的研究によるもの
であり，今その成績をみるに集虫法を行なえば，流血中
に仔虫が存在する限り必らず検出されるとあるがベ実
際問題としては手聞がかかり，また皮内反応にも問題点
があるわめの。しかしながらフィラリヤ寄生率に関しては
季節のほか，地域的環境衛生条件の相違も影響すること
は当然のことであり，よって著者は当教室使用の実験犬
につき過去 1カ年，実験前の仔虫検査と実験後の剖検に
よる虫体検出を 291頭について行なったので，その成績
を月別に統計し，ここに報告する次第である。なおフィ
ラリヤ寄生犬の冬期に流血中仔虫陰性化の傾向のあるこ
とは既に成書引〕に記載されているが， その程度および
これが環境温度条件による支配についての報告をみない
ので，実験的研究をも併わせ行なった。 
1 .調査条件
当教室実験犬はすべて千葉市およびその周辺居住の雑
犬である。歯牙年令判定法別)7) により 2~3 才の成犬を
選び実験に供している。実験前に耳菜血 0.1mlの濃厚
塗抹標本による仔虫検査を 2回以上行なった。剖検に際
しては右心室，右心房，肺動脈中の虫体を調べたが，一
応実験に使用可能と思われる程度の体力を持ち，脱毛，
衰弱するものを除いたため，明らかな肝硬変，腹水の貯
溜のあるものはみられなかった。したがって病犬をも含
めての寄生率とは多少相違し，その意味では健常犬での
寄生情況というべきであろう。なお流血中仔虫数の変化
視野中の数の平均(図15中のml .10をみる実験では， 
的，あるいは 0.05ml中の全視野中の仔虫数を数えた
(図 5)。 
11. 成 績
1. 検査成績の総括 
291例の検査成績は図 1に示すごとく， フィラリヤ寄
生率 60%であった。そのうち仔虫検査陰性例は 28%と
いう高率を示した。このことはフィラリヤ診断上きわめ
て注意すべきことであろう。そこでフィラリヤ虫体を心
臓にみ，流血中仔虫陰性であった例について，虫体数を
調べるに表 lのごとくであった。すなわち陰性例が少数
の雄虫のみの寄生によるという場合8)は l例もなかっ
た。 
2. 月別統計
本統計は昭和 41年 7月より 42年 6月にわたり，毎月
平均 24頭について行なったもので寄生率および仔虫検
出率を月別に統計し図示すれば図 2のごとくになる。そ
れによれば寄生率には秋に最低 (26%)，冬期に最高(100
%)，あとは平均 67%というきわめて顕著な季節的変動
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図1. 年間の Filaria寄生率
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示したことも重視すべきであろう。、これらは成熟仔虫が
成虫にまで発育して検出されうる期聞が従来の研究削〕
で約 6，.7ヵ月，すなわち前年の 8月に感染をうけたも
のとして理解されうる。ただ寄生率が 2月以降，漸次減
少し，秋に最低値に達することについては統計上の問題
もあり，すなわち同一個体の追求ではないので決定的の
ことはいいかねるので考察の項で論ずることとする。
ここで問題としたいのは虫体の検出された犬で流血中
仔虫検出陰性であった例の月別頻度である。図 3に示す
ごとく 12，1，2月に最も高率となり，平均 80%にも達
し， 7，8，9月にはほとんどその例をみないというきわ
めて顕著な季節変動がみられた。すなわち前述のごとく
フィラリヤ虫体寄生率の最高の冬期に，仔虫検出陰性例
もまた最高となるといった診断上の難点、がある。
なお当教室においては実験使用前，少なくとも 4，5日
間飼育室に管理しており，仔虫検査はその聞に行なっ
た。飼育室の温度は自記記録計で記録し，夏期の平均最
虫体数 例数 
10匹未満 13 (単性寄生なし) 
10"，20匹 42 
20匹以上 26 
総数 81 
がみられる。前年 10月より翌年 2月にかけての急速な
高まりが注目に値する。そして 2月の最高値が 100%を
った。 
3. 環境気温と流血中仔虫数
従来冬期に仔虫検出率の低下をみるといわれるも引)11)
その詳細な報告をみず，かつ冬期にも成虫子宮内に仔虫
の存することは夏期と同様といわれ，冬期仔虫産生減少
の証拠はあげられていない。そこで仔虫自体の環境気温
に基づく移動の有無を調べるため，寄生犬につき仔虫を 
100%検出できる盛夏期に，室温 28，.320Cより低温室 
(4"，60C)に移し飼育した際の，流血中仔虫数の変化を
調べた。結果は図 4に示すごとく 2"，3日の経過で仔虫
数は急速に減少することを知った。低温室より室温にも 
。 
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図 2. Filaria寄生率の年間消長
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図 3. Filaria寄生犬一流血中仔虫陰性例の年間消長 
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図 5. 吸気温と流血中仔虫数
(気管チューブκよる通気) 
kg. i. v.)で急速に直腸温を約 40C上昇せしめても仔虫
数の増加がみられなかった。したがって全身体温より
も，肺胞気温が問題になると考えられ，環境気温の変化
による仔虫の肺一流血閣の移動には呼吸気温の変化が，
重要な役割を演ずると思われる。 
IV. 考 察
フィラリヤ寄生の診断上問題となるのは寄生犬での仔
虫陰性例の害することである。これに関し従来の報告で
はその頻度も少な<，かつ単性寄生によるものであり，
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図 4. 流血中仔虫数と環境温度との関係
どせば， 2，3日の経過で再び流血中の仔虫数増加し，以
後ゆるやかにもとの状態にもどることが分った。したが
って季節変動はこのような環境気温の変化が仔虫の移動
を介しでも出現するものと解されうる。低温室で仔虫消
失時に殺処分し各臓器血について仔虫集中の情況をみる
と肺血に密集Iの1)し，肝，牌の血液にはきわめてわずか
しかみられなかった。 
4. 寒冷環境と仔虫数の関係 t
寒冷環境における仔虫の肺への集中が全身の寒冷暴露
に基づくものか，あるいは寒冷空気の吸入による肺の直
接冷却が問題なのかを検討した。ネンブタール麻酔下で、
気管チューブを挿入し，ポンプにより冷却空気を送って
呼吸をさせる際の流血中の仔虫数変化を調べた。図 5に
示すごとく流血中仔虫は急速に減少する。ネンブターノレ
麻酔下であるためか，呼吸気温の変化で直腸温も容易に
変化する。別に無麻酔犬で dinitrophenol(3%，20mg/ 
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寄生数も少なく，したがって虫体による血行障害の可能
性も考えられず，フィラリヤ寄生診断上，それが見逃さ
れるも実際的には問題にならぬという意見(久米)8)もあ
る。しかし，本統計によれば，多数の虫体寄生を有する
も，仔虫陰性例が年間平均 28%にも認められ，極寒期
には実に 80%にも達した。おそらく久米教授の成績と
の相違はこの検査季節の相違と考えられ，著者の統計で
も盛夏期では仔虫陰性例はほとんどみられなかった。し
たがりて冬期の診断には各種仔虫の流血中誘発法が講ぜ
られねばならない。これに関しては久米教授門下の大
石11)が各種薬剤を用い効果を比較検討し， ピペラジン剤
(スパトニン)投与が最も有効としている。すなわち同
剤の 20，._，30mgjkg経口投与後 4時間で仔虫数の増加を
みているが，仔虫陰性を陽性にしうるかの問題が残る。
フィラリヤ寄生犬における仔虫の流血中出現が環境気
温により著しく支配されることも診断上重視されねばな
らない。環境気温の変化による仔虫の肺一流血聞の移動
には呼吸気温の変化が重要な役割を演ずると推定する
が，その機序が単なる肺血管の収縮，拡張によるか否か
はさらに検討中である。なお，流血中仔虫数が昼夜にお
いて著しく相違しい，昼間に減ずるといわれるも削
著者の経験においてはさほどの相違は見いだだ、しえなかつ 
Tた乙。
最後に考察したいことは，成犬として年令範囲を限
定した本統計において虫体寄生率が冬期 2月に最高 
(100%)に達し，以後漸次低下して秋の 10月には最低 
(26%) となる現象である。このことに関しては未感染
の未成犬が統計上成犬として新たに加入するといった条
件のほか，前年の夏の感染に基づく成虫がすべて発育生
存せず，一部は自然に死滅することも推測される。
著者はたまたま，昭和 42年夏北海道大学，獣医学部
を訪ね，同外科小池寿男助教授より同地方産の犬にはフ
ィラリヤ寄生きわめてまれなことを剖検上確認され，
前任地岐車においてはほとんどの犬にその寄生をみた由
との経験を伺い非常に興味深く感じた。札幌地方では夏
期に蚊が少なく，ほとんど蚊帳を用いずにすむ由であ
る。そこでフィラリヤ中間宿主トウゴウヤブ蚊が，生息
していないためかと思い，佐々学教授にうかがうに，同
蚊は日本全国に分布しているが，特に暖かい海岸の岩の
水たまり，または防火用水や墓地の墓石，庭の手洗鉢な
どに多くいる由で，当然北海道にも生息していると考え
られるとのことであった。北海道でも近年，内地犬の移
住によりフィラリヤ寄生の出現が見られ出すのではない
かという意見もある。 
V. 結 論
著者は当教室における年間使用実験犬 291頭(すべて 
2，...3才の成犬につき)仔虫検査および剖検による成虫
寄生の情況を統計的に検討し，以下の成績を得た。 
1) フィラリヤ寄生率の年間平均は 60%である。月
別にみれば，秋の 10月に最低値 (26%)がみられ，以後
急増し翌年 2月に最高値(100%)に達し，再び秋に向か
つて漸次減少する。 
2) フィラリヤ寄生犬で仔虫検出陰性の場合は年間平
均 28%であり，その際雄性単性寄生の場合はみられな
かった。 
3) フィラリヤ寄生犬の流血中仔虫検出率には著しい
季節変動があり，夏期には 100%に達するが，冬期には
わずか 20%に減ずる。 
4) 夏期に低温室 (4，...60C)に飼育すれば，数日内の
経過で流血中の仔虫数著しく減ずる。この際各臓器血を
調べるに，肺のそれに仔虫が集まることを知った。室温
にもどせば数日の経過で仔虫は肺を去って再び流血中に
出現する。したがってフィラリヤ寄生犬での仔虫検出陰
性例のほとんどは低環境温度での仔虫体内移動によると
考えられる。 
5) 環境温度の変化による仔虫の肺一流血聞の移動に
は呼吸気温の変化が，重要な役割を演ずると推定する。
稿を終わるにあたり，終始御懇篤な御指導と御校
闘を賜わった恩師福田篤郎教授に深く感謝致しま
す。あわせて教室員諸兄姉の御援助l乙厚く御礼申し
上げます。 
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